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1 はじめに
2010年2月20日から28日までの9日間，昭和女子大学人間社会学部福祉社会学科主催の北欧研
修旅行（引率 月田みづえ，根本治代，参加学生13名）に同行し，スウェーデンとデンマークの福祉施
設を視察訪問した。この間に訪れた施設は，保育所3カ所，妊産婦医療センター，乳幼児保健センタ
ー，精神障害者グループホーム，高齢者ホーム，学童保育所，里親協会会長宅，保育士養成校と多岐
にわたった。いずれも短時間の訪問ではあったが，保育者，行政職員，介護職員，養成校教員，学生，
里親から直接説明を聞き，多くの質問に答えてもらうことが叶い，これまで，文献から学び，漠然と
描いていた「北欧型福祉国家」の福祉施策の一端を実感することができた。
本稿では，心身の障害等特別なニーズのある子どもたちの就学前保育と保育者養成に焦点を絞り，
文献1）ならびに視察から得られた情報をまとめる。
2 スウェーデンの保育制度
1） 保育制度の成立
スウェーデンの保育制度は，保育形態により，①デイケアセンター，②パートタイムグループ，③
オープンプリスクール，④ファミリーデイケア等に分けられる。それぞれの制度の対象年齢や保育の
内容を表1に示す。
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表1.スウェーデンの就学前保育制度
（白石ほか 2001，山田 2007をもとに作成）
施設名称 利用時間 日数 対象年齢 スタッフ 内 容
プ
リ
ス
ク
ー
ル
①デイケアセンタ
ー（有料）
6:30～18:30
平日
毎日
0～6歳 プリスクールティ
ーチャー，チャイ
ルドケアアテンダ
ント
日本の保育所にあたる。両親ともに就業，あ
るいは就学中の家庭の子どもを保育する。
②パートタイムグ
ループ（有料）
午前または
午後の3時間
平日
毎日
4～6歳
日本の幼稚園にあたる。デイケアセンターで
の保育内容を半日の範囲で提供する。
③オープンプリス
クール（無料）
半日
週
数日
0～5歳
プリスクールティ
ーチャー
日本の子育て広場にあたる。親が子どもの面
倒を見ることができる家庭を対象として，子
どもを遊ばせながら，親同士の交流や悩みの
相談ができる。育児休業中の親やファミリー
デイケアを行っているチャイルドマインダー
の利用が多い。
④ファミリーデイケア
（有料）
保護者のニー
ズに合わせて
平日
毎日
0～12歳，
ただし，
1～2歳
の乳児が
多い
チャイルドマイン
ダー（無資格）
自治体がファミリーチャイルドマインダ―と
呼ばれるスタッフを雇用し，マインダー自身
の家で保育する。デイケアセンターの代替機
能をもち，より小グループでの保育を必要と
する乳児や家から通える範囲にデイケアセン
ターがない場合に利用されてきた。近年は学
童の放課後利用が増加している。
この国の保育制度の起源は1836年に設立されたインファントスクール（infantschool）と，1854
年に設立されたクレッシュ（creche（barnkrubba））にさかのぼる。インファントスクールは3歳から
6歳までの子どもを対象として読み，書き，算数，宗教を教育するためのものであり，クレッシュは
主として母親が働いている間の託児を目的としたものであった。そして1950年代まで，2つの流れ
をくむ施設がそれぞれプリスクール（幼稚園）とデイケアセンター（保育所）として併存していた。し
かし，1960年代以降，女性の就業率の上昇に伴って，保育所機能をもつデイケアセンターが，公的
に整備されていくことになる。1970年～1980年代は，待機児童の問題が深刻で，保育所の量的な拡
大に力がいれられた。待機児童の問題は出生率の上昇もあってなかなか解決にいたらなかったが，
1995年の法改正により，地方当局は，保育所保育を必要とするすべての就学前児に対して，「不当に
遅れることなく（withoutunduedelay）」デイケアセンター（保育所）における保育を提供することが
義務づけられ，これによって待機児童の問題は一気に解決に向かうこととなる。1987年には，就学
前の子どもに教育とケアの統合的な保育サービスを提供するための「プリスクール教育プログラム」
が国の基準として作成され，保育サービスの内容について国が責任を負うことになった。その後は，
保育の質的な問題に目が向けられるようになり，1996年にデイケアセンターの所管が，社会福祉省
から教育省に移管された。さらに1998年にはデイケアセンターの法的な位置づけが従来の社会サー
ビス法から教育法へと移され，保育における教育的側面がますます重視されるようになった。
2） 保育者と保育者養成
就学前の保育サービスにあたるスタッフには3つのカテゴリーがある。
①プリスクールティーチャー:大学での3年間のコースを修了することで得られる資格である。デイ
ケアセンターでの保育を中心的にすすめるスタッフである。
②チャイルドケアアテンダント:高校での2年間のコースで訓練される。プリスクールティーチャ
ーの指導のもとに働くスタッフである。
③チャイルドマインダー:90時間～100時間の研修を受けることでファミリーデイケアを行うことが
できる。
また，プリスクールティーチャーの資格取得後，研修を受けることによって，障害児保育指導者と
しての資格を取得できる。後述する，ポンパン保育所で対応してくれた保育士は，当初，チャイルド
ケアアテンダントであったが，その後，大学でプリスクールティーチャーの資格を，さらに，研修を
受けて障害児保育指導者の資格を取得したということであった。
3） 心身の障害等特別なニーズがある子どもの保育
福祉先進国とされるスウェーデンにおいても，障害のある子どもたちの保育や教育に関しては長い
間対応が遅れていた（KarlGeorgAhlstrom etal.1986）。1960年代から通常の保育への障害児統合
は開始されたが，対象は軽度な知的障害のある子どもたちに限られていた。1982年に制定された
「社会サービス法」では障害のある子どもたちに対して，プリスクール制度利用の優先権を保証して
いる。現在では，保護者が希望すれば，ほとんどのデイケアセンターにおいて障害のある子どもたち
の受け入れが可能であり，必要があれば，専属のアシスタントの雇用や，施設の改造，通園に際して
の送迎が無償で行われる。今回視察に訪れたポンパン保育所のように，心身の障害等をもつ子どもた
ちが無理なく保育に参加できるように配慮された統合保育所もあり，一人ひとりの子どもが自らの力
を発揮し，自律的，自発的な生活を送ることを目指しながら，同世代の子どもたちとのコミュニケー
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ションが可能になるような保育の場が用意されている。
加えて，スウェーデンでは妊娠がわかった時からの，母子に対するケアが徹底して行われており，
継続的な健診システムによって，障害は早期に発見され，医師，看護師，理学療法士，作業療法士，
言語聴覚士，臨床心理士からなる療育チームが対応にあたる。必要に応じてデイケアセンターと連携
をとり，障害のある子の保育について保育者とカンファレンスを実施し，子どもたちがよりよい支援
を受けながら保育に参加することが保障されている。
3 デンマークの保育制度
1） 保育制度の成立
デンマークの保育制度は，保育形態により，①デイナーサリー，②デイケアセンター，③年齢統合
保育所，④ファミリーデイケア，⑤プリスクールに分けられる。それぞれの制度の対象年齢や保育の
内容を表2に示す。また，この5種類以外にも「異年齢統合スクールスタート（integratedschool
start）」と呼ばれるプログラムが小学校で実施されている。このプログラムの主旨は，5歳児及び，6
歳児を，小学校1年生から2年生の子どもたちと一緒のクラスに入れて，異年齢の小集団グループの
中で，連続性のある，それぞれの子どもの発達にあった経験をさせるというものである。このプログ
ラムの実施には，小学校の教員とプリスクールの教員がチームで指導にあたっている。
デンマークのデイケアの歴史は19世紀初頭にさかのぼり，当初は，幼稚園の創始者フレーベルの
影響を受けた就学前教育の色彩が強かった。しかし山田（2007）によれば，1891年には，デンマーク
の幼児教育者HedevigBaggerが，就学前児の教員たちの手引書の中で「フレーベルは，あまりに
型にはめすぎている。すなわち，私たちは，もっと家庭的な環境やもっと自由な遊びや，もっと子ど
も自身の主導権を求めている」と述べており，この時代から，家庭的で，子どもたちの自発性を尊重
する保育が肯定されてきたことがわかる。
デイケアが公共の福祉制度の一環に位置づけられるのは1919年に出された政府声明による。この
年に政府は私的なデイケアに対して資金援助を始め，また，声明の中でケアと教育との結びつきを強
調した。
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表2.デンマークの就学前保育制度
（石渡ほか 2007，澤渡 2005，山田 2007をもとに作成）
施設名称 利用時間 対象年齢 スタッフ 内 容
①デイナーサリー
保護者の就業時間に
応じて（午前 6時
30分前後から午後5
時前後が一般的）
0～3歳
ペダゴーグ
（教育実践者），
ペダゴーグア
シスタント
乳幼児を対象とした保育所。
②デイケアセンター 3～6歳
3歳以上の幼児を対象とした保育所。自然の中で
の活動を中心としたもの（森の保育所）や，特別
なニーズのある子どもとの統合を意図したものな
ど，さまざまな方針の施設がある。
③年齢統合保育所 0～6歳
デイナーサリーとデイケアセンターが統合され，
就学前の乳幼児が一貫した保育を受ける保育所。
④ファミリーデイケア 0～6歳 無資格
施設型保育の不足を補完することを目的としたサ
ービス。自宅を使って，乳幼児をもつ保護者が自
分の子どもとともに，4～5人の乳幼児を保育す
る。デイケアマザーと呼ばれる保育者を自治体が
雇用する。
⑤プリスクール 1日あたり3時間 5～6歳
ペダゴーグ，
小学校教員
小学校に付設された小学校入学に向けての準備教
育を行う。
このように，長い歴史をもつ幼児のデイケアだが，1960年代まで女性の就業率は50％に留まって
おり，家庭で保育を受ける子どもの割合も高く，就学前保育に関して，社会政策的な問題として注目
を集めてはいなかった。しかし，1970年代に入って，欧米各国での女性の雇用率の急増に伴い，乳
幼児の保育問題に関心が寄せられるようになり，1977年にはデンマーク研究調査委員会が「幼児の
先導的施策（EarlyChildhoodInitiatives）」という研究プロジェクトに資金を割り当て，5年後にはコ
ペンハーゲンの「王立教育研究所（TheRoyalDanishSchoolofEducationalStudies）」に「幼児教育
部門（DepartmentofEarlyChildhoodResearch）」を設置するとともに「幼児研究センター（Centerof
EarlyChildhoodResearch）」を設置して就学前の子どもの教育やデイケアに関する研究や評価への支
援が積極的に行われるようになった。
デンマークではその後も高等教育を受ける女性の増加に伴って女性の就業率は上昇し続け，1990
年代には80％2）を超えた。一方で，合計特殊出生率も1984年以降，上昇を続けており，デイナーサ
リーやデイケアセンターの利用者が増加している。量的な確保と質の充実の両面から保育政策が考え
られてきたことが，保育サービスの充実に結びついていると思われる。
現在のデンマークにおける就学前のデイケアサービスは，2004年に制定された社会サービス法に
基づいている。社会サービス法の中に「子どものためのデイケア施設の目的」が明記され，デイケア
施設に対して，自然や周囲の環境との調和的関係の中で，子どもたちの文化的な価値観を形成し，自
立，貢献といった社会性を養うための保育を行うことが求められている。また，デンマークのデイケ
アセンターの特徴として，すべての施設が「保護者委員会」をもち，施設の運営や，保育方針の決定
にあたって保護者の意見が重視されるということがあげられる。
2） 保育者と保育者養成
デンマークはスウェーデンとは異なり，保育者の資格は「ペダゴーグ（pedagogue,paedagog）」一
種類だけである。1991年にデンマーク政府はプリスクール教員になるための共通の教育課程を定め
る法律を制定し1992年からこの制度をスタートさせた。教育期間は3年半で，大学卒業レベルの資
格となる。実践的な教育を重視し，在学中にデイケアセンターで6カ月，特別なニーズをもつ子ども
たちの訓練センターで6カ月の実習が義務づけられている。視察先のPropfessionshojskolenUCC
（UniversityColegeCapital）では，学生は在学中に1年半の実習を行うとのことであった。
ぺダゴーグは，数年間の実務経験を積んだ後，「デンマーク王立教育研究所」において1年間の上
級の研究をすることができる。さらに，そこでは言語療法士（speechtherapists）や，聴覚学専門家
（audiologists），特別ニーズ保育を行う教員等の資格を得るための継続教育を受けることができる。
3） 心身の障害等特別なニーズがある子どもの保育
デンマークは，「ノーマライゼーション」という理念を生み出したバンクミケルセン（N.E.Bank-
Mikkelsen）3）の国であり，1960年代から，この理念に基づいた障害児者への対応がすすめられて
きた。就学前の保育についても，障害の有無にかかわらず，すべての子どもたちが統合された保育が
行われるべきだという考え方が浸透している。
ただし，1970年代から始まった統合教育の歴史の中で，障害のある子どもたちを，通常教育の中
に入れただけでは，むしろ多くの弊害が起こることも認識されている。1980年代中ごろには，障害
のある子どもたちの多くが，通常教育の中で挫折感や精神的な傷つきを体験し，そのことに気づいた
保護者は子どもたちを特別支援学校に戻すことを希望したという。現在の特別なニーズのある子ども
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たちの教育は，専門家チームのきめ細やかなアセスメントに基づき，一人ひとりの教育ニーズにあっ
た教育を選択できるようになってきている。
保育においても，「統合」は単に障害のある子どもたちを通常の保育の場に受け入れることとは捉
えられておらず，子どもたちのニーズに合わせた環境を用意しながら，子どもたちの状態に合わせて
普通の子どもたちと関わる機会を保障するという形をとる。
4 保育所ならびに保育者養成大学視察報告
1） スウェーデンの統合保育所:PumpansForskola
2010年2月22日，スウェーデンのソルナ市（人口 約65,000）に設置された，統合保育所（ポンパ
ン保育所）を訪問した（写真1）。主任保育士から全体説明を受けた後，施設内を見学。以下は主任保
育士からの聞き取りと，ソルナ市のホームページの中のポンパン保育所（PumpansForskola）に関す
る説明を参考にまとめた。
ポンパン保育所には1歳から6歳までの44名の幼児
が在籍しており，3つの通常クラスと，1つの特別指導
クラスに分かれている。44名の在籍児中15名が障害児
であるが，そのうち5名の自閉症児を除いて，ダウン症
や肢体不自由等の障害のある子どもたちは，通常クラス
で一緒に保育を受けている。5名の特別指導クラスの子
どもたちも，1名は現在ほとんどの時間を通常クラスで
過ごし，1名は半分程度参加，1名は部分的に参加とい
ったように，子どもの状態に合わせて統合をすすめてい
る。健常児が特別指導クラスに参加して過ごすこともあ
り，そういった子どもたちの中には，手話を取り入れたコミュニケーションを覚えて，自発的に使っ
ている者もいる。
通常クラスは1クラス12～14名の子どもを3名の保育者で担当するが，特別指導クラスは5名の
子どもを4名の保育者で担当しており，4名の中には障害児指導の資格をもった保育者がいる。開所
時間は，午前7時から午後6時まで（ただし，保護者の育児休業中は午前9時から午後3時まで）で，必
要に応じて1日3回までの食事が提供される。
保育方針は，子どもの自主性の尊重と創造力の育成である。レッジョエミリアアプローチ
4）を
取り入れ，身振り，言葉，アート等，多様な手段を使って自らの思考や感情を表現できる，独立した
個人として育つことを大切にしている。「子どもに波長を合わせたコミュニケーション」の実践を目
的としてさまざまな方法が用いられていて，音声言語によるコミュニケーションが難しい子どものた
めに，写真を使ったオリジナルのコミュニケーションブックを作成したり（写真2），こだわりをもっ
ているおもちゃや絵本を，あえて子どもには手の届かない場所に並べて，欲しいときには，保育者に
意思表示をするような環境設定の工夫がされていた（写真3）。
また，自閉症の子どもたちの特徴に合わせて，一日の流れを視覚的に理解できるような掲示や，ゆ
ったりとした光や音の感覚刺激を寝転んで楽しめるコーナーが用意されており，一人ひとりの支援ニ
ーズに積極的に応える保育環境づくりがなされていると感じた。
―67―
写真1 雪の中のポンパン保育所
2） デンマークの障害児特別保育所:
B・rnehavenBlksprutten
2010年2月25日，デンマークのミゼルファ
ート市（人口 約37,000）に設置された，障害
児特別保育所（ブレックスプルテン保育所）を訪
問した。施設長の JonnaPedersan氏による
全体説明を受けた後，施設内を見学。以下は，
Pedersan氏からの聞き取りと，スライドによ
る提示資料を参考にまとめた。
前節で述べたように，デンマークの保育所では，保護者によって構成される「保護者委員会」が保
育目標や，プログラムの作成に発言権をもっている。保護者がさまざまな保育の形態の中から，子ど
もにあった方法を選択し，その保育施設の運営に関わることで，わが子によりよい環境を作っていこ
うという主体性を積極的に発揮できるシステムが整っているといえる。ブレックスプルテン保育所の
保育目標は，「安心する環境」，「学習したい気持ちの助長」，「質の良い保育」ということであった。
この保育所には，74名の幼児が在籍しており，このうち，11名が障害児クラスに在籍している。
クラス編成は表3のとおりである。「ミニグループ」とよばれる障害児対象クラスは，身体障害，精
神発達の障害を問わず受け入れるが，現在はたまたま車椅子等を使用する子は在籍しておらず，障害
種別としては「自閉症」が最も多いということであった。
子どもの発達状態によって年度途中でも上の年齢のクラスに移ることもある。年齢別のクラスで移
る場合は，1名だけで動かすことはさけ，少なくとも2名以上にして動かすとのことであった。クラ
スが変わることによって，子どもにかかるストレスをできるだけ少なくしようという配慮が感じられ
た。障害児対象のミニグループから，通常クラスへの移動もあるということだった。
保育時間は午前6時30分から午後4時30分。必要に応じてセンターから運ばれた給食が提供され
るが，子どもと一緒に調理できるキッチンも完備しており，保育活動の一環として，簡単な調理も行
うようである。
子どもたちの多くは近隣から親の送迎によって通所している（写真4）が，障害児に関してはミゼ
ルファート全域から通所しており，通所に際して送迎にタクシーが使われる場合もある。その際の送
迎費用は公費で負担される。各クラスのスタッフの人数を表3に示す。この他に，障害児の療育のた
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写真3 子どものお気に入りのおもちゃや絵本は手
の届かないところにディスプレイすること
で，「とってほしい」という表現を促す
写真2 手作りのコミュニケーションブック
表3.ブレックスプルテン保育所のクラス編成
クラス 対象年齢 在籍人数 保育者人数 形 態
Bla（青） 0～6歳 8
保育士4
障害児クラス実習生1
Rod（赤） 3～6歳 3 保育士2
Gron（緑） 3～4歳
63
保育士4
通常クラスGul（黄色） 4～5歳 保育士2
Lila（紫） 5～6歳 保育士2
めに，理学療法士，作業療法士，臨床心理士，言語聴覚士が嘱託として関わっている。
障害児のミニグループの部屋は，支援のためのさまざまな工夫が施されており，一人ひとりの特性
に合わせた指導計画のもとに，環境が構造化されていた。それと同時に，園全体の指導計画との関連
性をもたせるような工夫もみられた。例えば，保育所全体のこの学期の学習テーマは「からだ」で，
ミニグループでも「からだ」に関わるさまざまな活動を行っており，それぞれの子どもができるレベ
ルとやり方で，テーマに沿った学習に取り組んでいた（写真5）。
通常クラスでの保育は，さまざまなコーナーが用意されており，子どもたちは自分たちの興味関
心に沿って活動を選んでいる様子であった。ごっこ遊びや，制作のコーナー，保育者のマジックを見
るコーナーなどと並んで，パソコンのコーナーや寝転びながら携帯ゲームで遊ぶコーナーまであり，
狭い空間で何名かの子どもたちが携帯ゲームに興じていた。
この保育所の見学に先立って，「森の保育所」5）の視察を終えたところだったので，同じ行政区の
公立保育所でありながら，全く異なる保育を提供していることに驚いた。
3） デンマークの保育者養成校:PropfessionshojskolenUCC（UniversityColegeCapital）
2010年 2月 26日，コペンハーゲン市にある PropfessionshojskolenUCC（UniversityColege
Capital，以下UCC）の保育者養成部門を訪問した。国際交流担当教授から，この大学の概要説明を受
けた後，学生1名を交えて質疑応答。その後，2名の学生の案内で，大学構内を見学した。
以下は，この時の聞き取り，及び配布資料を参考に視察内容をまとめたものである。
UCCは2007年に9つの異なるカレッジが合併してできた。校舎はコペンハーゲン地域に分散して
おり，1万名の学生と1200名のスタッフを抱える。UCCは，専門分野によって教員養成（Teacher
education），保育者養成（Socialeducation）6），看護（Nursing），理学療法（Physiotherapy）等7つの分
野に分かれている。保育者養成部門では，幼児教育（Earlychildhoodeducation），特別支援教育（Special
needseducation），社会援助教育（Socialcareeducation）について学ぶ。具体的な科目としては，一
般教育（Generaleducation），社会学（Socialstudies），コミュニケーションと文化（Communicationand
culture），健康教育（Healtheducation），芸術と自然（Artandnature），音楽と演劇（Musicanddrama）
などがある。
就学期間は3年6カ月（7セメスター）が基本で，そのうちの1年半ほどは実習にあてられる。
実習は3カ月の実習が1回と6カ月の実習が2回ある。実習中は，手当てが支給される。また，最
後の6カ月の実習先は学生が主体的に選択できる。（案内にあたってくれた2名の学生の実習先は，それ
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写真4 降園する子ども（撮影には保護者の
許可を得ている）
写真5 今期の園全体のテーマ「からだ」に基
づいて作られた，ミニグループの子ど
もの，顔写真と手形による作品
ぞれネパールとニュージーランドの保育所ということであった。）実践と理論が一体となるように，学生の
実習内容に即して授業が行われる。
授業は，原則として少人数のグループで行われ，グループでの課題解決を通して学習を深め，試験
もグループごとに実施する。ただし，最終試験は個別の筆記試験と口頭試問である。最後のセメスタ
ーでは，それぞれが選んだテーマについての論文を作成する。学生の退学率は約20％とのことであ
った。
この学校が最も重視しているのは以下の5点である。
①専門家としてのコンピテンシー獲得:専門職として必要とされる十分な力を身につけること。
②個人の成長:教育を通して，自己認識，自己理解を深め，個人の成長を目指すこと。
③自発的，革新的な思考:常に自ら考え，新しいものを生み出す努力をすること。
④実践と理論の調和:実践に即して学び，学んだ理論を実践に生かすこと。
⑤リラックスし，非形式的で，開かれた学習環境:学生同士はもちろん，教師と学生も平等という意
識をもち，ファーストネームで呼び合う。教育は教師から与えられるものではなく，学生自らが積
極的に手に入れるものである。
卒業後の進路としては，保育所，学童保育所，障害者支援の仕事，社会的問題（例えば，薬物依存や
アルコール依存等）を抱えた人の支援機関，大学院へ進学修了後行政機関で保育関連施設の指導や
プログラムの立案に携わる仕事等がある。また，保育士の30％は男性であり，多くの男子学生がこ
の学校で学んでいる。
実際に美術，音楽，演劇の授業を見学させていただいたが，学生は10名前後の少人数のクラスで，
授業内容は「幼児教育」を意識したものというより，芸術性を追究した高度な内容であった。
見学した教科の特性もあろうが，学生が真剣に，それでいて楽しみながら授業に取り組んでいると
感じた。学生の年齢には幅があり，デンマークでは高校卒業後，就業経験を経た後に大学に入学する
ことは珍しくないとのことであった。
5 全体考察
1） デンマークとスウェーデンの共通点と相違点
「北欧型福祉国家」としてひとくくりに捉えられることの多いスウェーデンとデンマークであるが，
今回の視察においても，共通する部分が多くみられた。
目立った共通点を挙げると，
①子育てを，社会の責任と考えていることであり，子どもの医療や教育にかかる費用はすべて国が負
担するというシステムができあがっている点。日本で現在，都市部を中心に大きな問題となってい
る保育所の「待機児童」の問題にしても，両国は，かなり以前にこの問題をのりきり，量の問題を
ある程度解決しながら，質の良い保育の継続を達成している。
②保育が専門性として確立しており，大学レベルの養成システムの中で保育者養成が行われていると
いうこと。保育者がさらに専門教育を受けることにより，特別な支援ニーズをもつ子どもたちの専
門家として活躍している点。
③妊娠がわかった段階から始まる，きめ細やかな母子保健や子育て支援のシステム。各自治体に療育
支援を行うスタッフが雇用されており，保育や教育機関と連携をとりながら支援を行っている点。
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④保育に対する考え方。幼児期の特性に合わせ，抽象的な知識の学習はさせずに，さまざまな体験
（特に自然体験を重視）の中で，自立性，創造性，社会性の育成を大切に考えている点。
異なる点は，まず，保育者の養成システムである。スウェーデンにおける保育者の資格は，プリス
クールティーチャーとチャイルドケアアテンダントの2種類があるが，デンマークにおいてはペダ
ゴーグに統一されている。もちろん，保育形態や，保育施設の種類にも違いはみられるが，根底にあ
る児童観や保育観には共通性を感じた。
保育制度に限ってみても，両者の歩んできた歴史は異なる。しかし，現在の社会システムに共通す
る点が多いということは，よりよい福祉政策を求め続けた結果，同じような制度に行きついたと考え
ることができるのではないだろうか。
参考までに，スウェーデン，デンマーク，日本の現状の大まかな比較を表4に示した。
2） 特別な支援ニーズをもつ子どもたちの保育に関する考え方
「北欧型福祉国家」であるスウェーデン，デンマークの保育所を訪問するにあたって，おそらく，
特別なニーズをもつ子どもたちも含めて，すべての子どもたちが，一緒に保育を受ける「インクルー
ジョン」の姿を目にするのではないかと考えていた。しかし，実際に行われていた保育は，ことさら
「同じ場で保育すること」を意識したものではなかった。むしろ，一人ひとりの子どもの生活をいか
に充実させるかということに焦点があてられ，多くの選択肢が用意されている。同じ保育所内でも，
障害がある子の特別クラス，混合の小規模クラス，普通規模のクラスといったさまざまな形態の保育
が実施され，子どもの保育参加の方法は多種多様である。支援スタッフの関わり方もさまざまで，通
常クラスでまったく他の子どもたちと同じように保育を受けている場合もあるし，個別の支援スタッ
フがついて，通常クラスに参加している場合もあるし，障害のある子のクラスで，複数の子どもを複
数の担任が保育する場合もある。ただし，必ず子ども同士のコミュニケーションがとれるように環境
やプログラムに配慮が行われている。
日本でも，1980年代から，障害児を受け入れる保育の場は徐々に広がり，「通園施設」，「幼稚園」，
「保育所」といった場の選択が可能になってきているが，保育施設を選択した後の保育内容に関する
選択肢は皆無に等しい。一人ひとりの子どものニーズに対してどのような支援が行われているのかと
いえば，多くの場合，自治体等の補助金の枠内で非常勤の介助職員をつけるという範囲に留まってお
り，保護者が付き添うことで，担任の負担を軽減することが求められる例もある。
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表4.スウェーデン，デンマーク，日本の基本情報比較
（ ）内は調査年 スウェーデン デンマーク 日 本
面 積 45万km2 4.3万km2 43万km2
人 口（2008） 924万人 550万人 1.3億人
首 都 ストックホルム コペンハーゲン 東京
失 業 率（2009） 8.3％ 2.3％ 5.1％
主要産業（2009） 機械，通信機器，木材，医薬品 酪農，通信機器，医薬品，観光 情報通信，自動車，機械，半導体
性別労働力率
（2007）
男 74.0％ 82.0％ 70.3％
女 68.4％ 74.6％ 46.6％
合計特殊出生率（2007） 1.87 1.85 1.34
（国立社会保障人口問題研究所「人口統計資料集」，経済産業省統計，スウェーデン大使館ホームページ，デンマーク大使館ホームページ
を参考に作成）
あらためて，「インクルージョン」は，形の上で，障害のある子が障害のない子の集団の中で，一
緒に保育されることではなく，障害の有無にかかわらず，一人ひとりの子どもが十分に自己を表現し，
もてる力を発揮して社会参加することだと感じた。スウェーデンの教育学者エマニュエルソンは
「『統合された児童生徒』は統合された集団の中にあっても，分離された環境にある場合と同様，ある
いはそれ以上に分離されることもあり得る。誰もが各自の条件に応じて，発達的刺激に満ち，意味の
ある学習活動に完全参加することが出来る。」（KarlGeorgAhlstrometal.1986 二文字 1995p245）
と述べる。一人ひとりの子どもがもてる力を十分に発揮して社会参加できるような保育環境と発達的
支援こそが「インクルージョン」の実現に向かう道であり，支援を行う保育者には，多様なニーズに
応える高度な専門性が求められるのである。
6 おわりに
本稿の主旨は，「特別なニーズをもつ子どもたちの保育」であり，スウェーデン，デンマークにお
いて保育の中でのインクルージョンがどのようにすすめられているかを視察結果から考察するという
ことであった。しかし，保育におけるインクルージョンについて考える時，それは保育現場に留まる
問題ではなく，保育者養成，乳幼児保健行政，子育て支援政策，さらには，社会システム，政治体制，
そしてその根底にある，価値観，人間観と切り離して考えることはできないと感じている。
「インクルージョン」は，人と人とがお互いの違いを認めたうえで，共に生きることであり，自分
を大切にし，他者を大切にする互恵的な関係である。特別なニーズをもつ人を排除しないということ
が当たり前のこととして行われるためには，自分自身が社会から差別，排除されていないという実感
が必要であり，競争，格差，貧困の中で多くの人が傷つきを抱え，活力を失った社会では実現が難し
い。
スウェーデンもデンマークも決して完成されたユートピアではなく，国民の満足度が比較的高い現
在の社会システムを作り出すまでに，改革を繰り返し，失敗も重ね，さらにあらたな改革を模索して
きている。おそらく，スウェーデンやデンマークの保育システムだけを日本が真似たとしても，すべ
てがうまくいくとは思えない。日本は，さまざまな国に学びつつ，独自のやり方でこれからも試行錯
誤を繰り返していくしかない。しかし，安心して子どもを産むことができ，障害がある子どもを社会
全体が受け入れ，サポートしてくれる制度が，努力次第では実現できるのではないかという希望を得
たことが，今回の視察の最大の成果だと思う。
注
1） 北欧諸国の保育制度全般については山田敏（2007）に詳しくまとめられている。本稿執筆にあたってスウェ
ーデン，デンマークの保育制度の歴史制度については，多くを参考にさせていただいた。その他，スウェ
ーデンの保育制度ならびに保育改革については池本美香（2002），河本佳子（2002），デンマークの保育制度
については，澤渡夏代ブラント（2005），石渡香織，月田みづえ（2008）の資料をもとに筆者がまとめなお
した。
2） 後出の表4の「性別労働力率」とは，統計の算出方法が異なるため，数値に相違がみられる。
3） バンクミケルセン（N.E.Bank-Mikkelsen19191990）1946年からデンマーク社会省の行政官として知的
障害者の福祉向上に尽力した。ノーマライゼーション（normalization）すなわち「障害者を排除するので
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はなく，障害を持っていても健常者と均等に当たり前に生活できるような社会こそがノーマルな社会である」
という考え方を提唱した（花村春樹 1998）。
4） レッジョエミリアアプローチ（ReggioEmiliaApproach）は北イタリアのレッジョエミリア市で，
第二次世界大戦後に地域の共同保育運動として始まったもので，保育実践として高い評価を受け，世界的な
広がりをみせている。レッジョエミリアの保育の特徴は，子どもと大人の双方が創造性を発揮し，美的で
探求的な活動をとおして共に学び，育ちあう関わりを形成することにある。そして，子どもたちが身振り，
言葉，アート等，さまざまな表現手段を使って自らの思考や感情を伝達する独立した個人として育つことを
重視する。
5）「森の保育所」は，森の中での子どもたちの自由な活動を主とする保育所（デイケアセンター）である。自
然の中での体験を重視するデンマークの教育観が具体化された施設といえる。保護者の人気が高く，このタ
イプの保育所については待機者が出ているという。
6） UCCの英語版配布資料では ・SocialEducation・と表記されているが，スウェーデン語資料には ・paedagog・
と表記されており，保育者養成を表す。
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